
 

 

 

 

 

 

  第２章 施策の展開方向 

展開方向４ 用排水機能の安定的な確保 
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【図2-4-1 標準耐用年数超過施設数 】 

【 コンクリートの劣化が進む水路橋 】 

平成29年度末 令和４年度末 

展開方向４ 用排水機能の安定的な確保  
  

 

 

 

 

 

 

(１) 劣化状況に応じた補修や更新などの対策の計画的な実施 

 

・ 県内には、県で造成した受益面積 100ha以 

上の基幹的な農業水利施設が 1,250施設あり、 

平成 29 年度末では、そのうちの 535 施設

（43%）が耐用年数を超過、令和４年度末では、

708施設（57%）が耐用年数を超過します。 

・ 基幹的な農業水利施設の老朽化が進むこと 

 から、維持管理費の増大や、施設機能への影響が 

懸念されます。 

・ これらの基幹的な農業水利施設の機能保全計画については、8 割以上の地区で策定されており、

施設の維持保全に活用されています。 

・ 施設の監視による劣化状況の適確な把握や評価を行い、きめ細かな対策を実施することにより、

施設の長寿命化を図りながら、老朽化が進む施設の機能を確実に発揮させる必要があります。 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

*9 水源施設である農業用ダムやため池のほか、河川から用水を取り入れる頭首工、用水をほ場へ配水する用水路や揚水機場、

ほ場等からの排水を流す排水路や河川等へ排水する排水機場などの施設のこと。 

*10 老朽化した既存の農業水利施設を長寿命化させるため、施設を詳細に調査し、改修の要否、時期、工法などについて検討

し策定する計画。 

本県の農業水利施設*9 は全国第２位の資産価値を有しており、これらの施設は用排水機能の

発揮を通じて農業生産を支えるとともに、良好な農村景観の形成や住宅地における浸水被害の

軽減などの役割も果たしています。 

近年、これらの施設の老朽化が進んでいることから、用排水機能の安定的な確保を図るた

め、機能保全計画*10 に基づく対策の実施と、地域のニーズに応じた機能向上や省力化に取り組

むとともに、用水需要の変化等に対応できる体制づくりを推進します。更に、脱炭素社会の実

現を図るとともに電気料金の値上げに伴う施設の維持管理費高騰を抑えるため、省エネルギー

対策にも取り組みます。また、農村地域の混在化が進んでいることから、住宅地における用排

水路周辺の安全対策に取り組みます。 

現状と課題 

【 鋼矢板の腐食変形が進む排水路 】 

標準耐用年数 
未満 

715施設 
(57%) 全体 

1,250施設 

標準耐用年数 
未満 

542施設 
(43%) 全体 

1,250施設 
標準耐用年数 

超過 
535施設 
(43%) 

標準耐用年数 
超過 

708施設 
(57%) 
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● 機能保全計画に基づく補修や更新 

・ 機能保全計画を踏まえつつ、施設の監視の強化により把握した劣化の進行状況と施設が機能低

下した際の影響度に基づく優先順位を踏まえ、施設管理者と連携して、対策時期を見直しながら

補修や更新などの対策を計画的に実施します。 

・ 脱炭素社会の実現を図るとともに、電気料金の値上げに伴う施設の維持管理費高騰を抑えるた

め、用排水機場の整備に合わせて、用水需要に応じ使用電力量が最小となるよう、配水槽方式に

よる自然圧パイプライン化やインバータ制御の導入などの省エネルギー化を推進します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストックマネジメントにより施設機能を維持し、長寿命化 

を図るためには、施設の適切な日常管理、状態を継続的に把握 

する機能診断、診断結果に基づく機能保全計画の策定、保全計 

画に基づく適時適切な対策工事、データ蓄積の各取組について、 

施設管理者と施設造成者が情報を共有するとともに、連携しな 

がら繰り返し実施していく必要があります。 

 

● 適切な時期での補修 

・ これまでの稼働時間を目安とした整備補修に加えて、状態監視により施設の健全度や劣化の予

測を行い、適切な時期に補修をすることで、維持管理費の削減に向けた取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

*11 施設の機能がどのように低下していくのか、どのタイミングで、どのような対策を取れば効率的に長寿命化できるのか

を検討し、施設の機能保全を効率的に実施することを通じて施設の長寿命化を図り、ライフサイクルコストを低減する取

組のこと。 

【電気設備の機能診断】 【鋼矢板水路の点検】 

【 ストックマネジメント
*11

のサイクル 】 

県営ストックマネジメント事業 三国幹線用水路地区（南魚沼市） 

施設状態に合わせた 

補修を実施 

パネル工法による 

水路内面補修対策 

【ポンプ軸部の聴診】 

【機能保全計画に基づく補修対策工事】 

対応方向 
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（２）地域のニーズに応じた施設の機能向上や省力化 

 

・ 担い手への農地集積や、園芸作物の導入等の推進にあたっては、担い手が望む水利用形態や排

水条件が整っていない地域があることから、地域のニーズに応じて施設機能の強化を図る必要が

あります。 

・ 農地の集積等が進み、地域の営農形態が変化していることから、規模拡大や園芸作物の導入等

に対応できる水利システムの構築が求められています。 

 

 

● ニーズに応じた施設整備 

・ 担い手や施設管理者と連携し、用水の効率的な安定供給や排水条件の改良など、農地の集積・

集約化や園芸作物の導入に必要な施設整備を実施します。 

・ 整備に合わせて、水管理の省力化を図る遠方監視制御機器の導入を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）用水需要の変化等に対応できる体制づくりの推進 

 

 

・ 担い手への農地集積に伴う作期分散や晩生品種の導入、直播栽培の面積拡大等により、農業用

水の需要が変化しています。そのため、用水需要に則した適切な農業用水を確保していく必要が

あります。 

・ 渇水による用水不足や高温障害の発生は、米の品質低下や収量の減少につながる恐れがありま

す。新潟米の品質を確保するために、渇水や異常高温等に対しては、速やかな対応ができるよう

関係機関が連携して取り組む必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

送水管路と遠方監視装置の整備により適切なかん水を

行うことで、より良い品質の作物が栽培可能になりま

した 

【適切なかん水による柿の大玉化】 【排水改良後のえだまめの作付け】 

現状と課題 

対応方向 

現状と課題 

【図2-4-2 農業用水の需要の変化】 

湛水被害防止のため排水路整備することで、園芸作

物が栽培可能になりました 



 

41 
 

現行水利権

変更水利権

4月 6月 8月 10月

流量
(m3/s)

運用変更

運用変更

 

 

● 営農検討会議による用水の検討 

・ 農地集積による作期分散や多様な品種の作付け等による用水需要の変化を踏まえ、適切な農業

用水を確保するため、県、市町村、土地改良区及び JA など関係団体から構成される営農検討会

議等を、地域振興局単位で設置し、用水の配分ルールや水利権の見直し等について検討します。 

● 用水管理等の情報共有 

・ 渇水や異常高温が懸念される場合にも、営農検討会議等で用水管理等の情報共有や方針検討を

行います。対応が広域にわたる場合は、全県レベルの農業用水渇水対策等情報連絡会議で検討を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜用水確保の手法・工夫の事例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業用水渇水対策等情報連絡会議 

（農地部・農林水産部、地域振興局） 

渇水調整協議会 

（北陸地方整備局） 

連携 

用水需要の変化に則した適切な

農業用水の確保に関する検討 
渇水対策等の緊急時

の対応に関する検討 

情報

共有 

 

＜用水確保体制のイメージ図＞ 

※ 営農検討会議は、渇水時の対応を

目的として地域毎に設置されてい

る枠組（渇水情報連絡会議等）を

活用して設置します。 

対応方向 

水位維持用水が不要 

漏水等による送水損失水量の節減 

土地改良区 

県 

ＪＡ 

市町村 

営農検討会議※ 

圧力 

水位維持用水 

（田面より低いため、田 

で利用できない用水） 
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（４）住宅地周辺の用排水路の安全対策 

 

・ 農村地域の混住化が進み、住宅地における用排水路の安全対策の実施が必要となっています。 

 

 

● 危険箇所の注意喚起や安全対策 

・ 混住化が進んでいる農村地域においては、住宅地周辺の用排水路について、危険箇所の注意喚 

起や安全対策を実施します。また、生き物調査や小学校への出前授業など、子ども達への教育活 

動を通じ、注意喚起を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《関連する事業》 

・かんがい排水事業 ・基幹水利施設ストックマネジメント事業 等 

 

 

 

【トピックス⑦】 

今も続く水との闘い ～ 農業水利施設の役割 ～ 
 
越後平野はかつて「地図にない湖」と呼ばれるほど、平らで標高の低い土地でした。戦後

の排水改良によって、湿田は乾田化し、農業機械の利用が可能となるなど農業の近代化と併

せ、都市化の進んだ地域もあります。現在でも多くの地域で農業用の排水施設が 24 時間休

みなく活躍し、農地だけでなく住宅地を含む地域全体を守り、私たちの豊かな暮らしを支え

ています。 

一方、農作物の生産には水が不可欠であり、農業用水を確保し安定供給するために、農業

用ダム、ため池、頭首工、用水路など用水施設が整備されました。 

これらの用水施設は、本県の優良な農産物の生産を支え、用水を安定供給しています。 

こうした中、県では用排水機能を安定的に維持するため、特に大規模でその受益が広範囲

にわたる基幹的な農業水利施設 18 施設（排水機場 12 施設、頭首工５施設、ダム１施設）

を管理しています。このうち用水施設は約４万 ha の農地を潤し、排水施設は約６万 ha の

農地と地域の暮らしを水害から守っています。 

 

 

現状と課題 

対応方向 

【注意喚起看板の設置】 【混住化地域における転落防止柵の設置】 
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親松排水機場

親
松
導
水
路

鳥屋野潟

《24時間排水を続ける親松排水機場》

信濃川

《図2-3-2 親松排水機場の効果模式図》

県庁

信濃川

鳥屋野潟

親松排水機場

親松排水機場が止まったら

▼ 海抜０ｍ

《排水能力》
◆ 親松排水機場を例にすると

・排水能力は最大で、1秒間に60m3 
⇒ 1秒で家庭用風呂300 杯分

1分で25mプール 10 杯分
1日でビックスワン 2.5杯分

《排水能力》
◆ 親松排水機場を例にすると

・排水能力は最大で、1秒間に60m3 
⇒ 1秒で家庭用風呂300 杯分

1分で25mプール 10 杯分
1日でビックスワン 2.5杯分

県庁

信濃川

鳥屋野潟

親松排水機場

親松排水機場が止まったら

▼ 海抜０ｍ

《排水能力》
◆ 親松排水機場を例にすると

・排水能力は最大で、1秒間に60m3 
⇒ 1秒で家庭用風呂300 杯分

1分で25mプール 10 杯分
1日でビックスワン 2.5杯分

《排水能力》
◆ 親松排水機場を例にすると

・排水能力は最大で、1秒間に60m3 
⇒ 1秒で家庭用風呂300 杯分

1分で25mプール 10 杯分
1日でビックスワン 2.5杯分

【親松機場の排水能力】
・最大で1秒間に60m3
⇒1秒で家庭用風呂300杯分

1分で25mプール10杯分
1日でビックスワン2.5杯分

《図2-3-1 新潟平野の主な農業機械排水エリア》

新潟平野の農
地10万haのうち、
6万haが機械排
水によって洪水
から守られてい
ます。

・ 鳥屋野潟の水位は24時間信濃川より約３ｍ低く維持

越後平野の農地

10 万 ha のう

ち、6万 haが機

械排水によって

洪水から守られ

ています。 

【親松排水機場の排水能力】 
・最大で1秒間に60m3 
⇒1秒で家庭用風呂300杯分 
 1分で25mプール10杯分 
 1日でビッグスワン2.5杯分 

施設名 施設位置 規模

新井郷川排水機場 新潟市北区 排水量　110㎥/s

親松排水機場 新潟市江南区 〃　　　60㎥/s

新川河口排水機場 新潟市西区 〃　　 240㎥/s

新川右岸排水機場 新潟市西区 〃  　　32㎥/s

七穂排水機場 新潟市南区 〃　  　46㎥/s

小新排水機場 新潟市西区 〃  　　22㎥/s

白根排水機場 新潟市南区 〃  　　38㎥/s

中部排水機場 新潟市南区 〃　  　17㎥/s

萱場排水機場 新潟市南区 〃　  　28㎥/s

大秋排水機場 新潟市秋葉区 〃　  　69㎥/s

覚路津排水機場 新潟市秋葉区 〃　  　48㎥/s

刈谷田川右岸排水機場 三条市今井 〃　  　70㎥/s

笹ヶ峰ダム 妙高市杉野沢 受益       7,120ha

阿賀野川頭首工 阿賀野市小松 　　〃    13,653ha

荒川頭首工 村上市花立   〃     3,412ha

加治川第１頭首工 新発田市大槻

加治川第２頭首工 新発田市西名柄

大島頭首工 三条市荻島 〃　   4,370ha

合計 18施設

〃   　7,445ha

【表 2-4-1  県が管理する農業水利施設】 【新井郷川排水機場】 

 

【加治川第２頭首工】 

【図2-3-3 越後平野の主な農業機械排水エリア】 

※ 頭首工とは
河川などから農業用水を用水路へ引き入れるため
の取水口、取水堰などからなる施設をいいます。

【24時間排水を続ける親松排水機場】 

【図2-3-4 親松排水機場の効果模式図】 
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